
(参考様式 1)

自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール
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理念の共有と実践

解個項目

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている

自己評価

A充分にできている

c)よ Iまできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

諷述

地域密着型サービスの意転やご入

居者一人ひとりに寄り添つたケア案

践を目指した運営理念を、管理者と

職員は朝礼時に必ず唱和・確認し、

日々のケア実践に繋げている。

運営推進会議で話しあつた内暮 外部辞価 諷述

2
事業所と地域との

つきあい

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる

A充分にできている

C)よばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

コロナが 5類になったことで、状況に

合わせて地域との繋がりを考え、ホ

ームが主催するおまつりや、地域の

会館を利用しての体育祭、外食など

を通じ、認知症の方への理解や支援

を共有できる機会を作り、地域の一

員として地域での暮らしが続けられ

るよう努めている。

「認知症」の人という印象で、一線を引

いてしまう事がまだまだあると思うので、

こちらから地域の方と話が出来る機会等

を作ることで分かつて頂けたり、理解が

深まれば地域の一員として地域で暮らす

事に繋がると思います。

3
運営推進会議を活

かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている

A充分にできている

廻)まばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

行事や事故報告、ご家族参加の外

出行事に対するアンケート結果報告

と改善点等を報告し、ご意見を頂い

ている。また、地域の情報と要望や

ホームとして出来る事等の意見交換

をしながら、サービス向上に活かして

いる。

ホームの考えや取り組みが、良く分かる

会となつています。

4 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

集くように取り組んでいる

A充分にできている
Bほばできている

便)あまりできていない

Dほとんどできていない

不明点や曖昧なことは、札幌市の担

当者に確認をしたり、ご指導を頂い

ているが、事業所の実情やケアサー

ビスの取り組みを積極的に伝える事

は出来ていない。

ご入居者様のより良い暮らしやサービス

が正しく行われるように、継続的に市担

当者とは連絡を取り、協力関係を築いて

頂きたいと思います。

3
身体拘束をしない

ケアの実践

代表者および全ての職員が「介腫保険法

指定基準における禁上の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる

廼D充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

身体拘束防止については、奇数月に

必ず研修を行つている。また、チェッ

クシートを用いて振り返りを行い、廃

止委員会で検討し共有しており、身

体拘束をしないケアに取り組んでい

る。

るヽ

B ほ!まできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

仕組み作りができており、チェックシート

を使つての振り返りは、防止に繋がるも

のであり、グレーゾーンを明確にしなが

ら、防止に取り組んでいる。
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e 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぷ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる

D充 分にできている
Bほ Iまできている

Cあまりできていない

Dほとんどできていない

虐待防止については、奇数月に必ず

研修を行い、なぜ起こるのかのプロ

セスの理解に努めている。また、チェ

ックシートを用いて振り返りを行い、

廃止委員会で検討し共有しており、

虐待防止に努めている。

廼D充分にできている
Bほ !まできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

仕組み作りができており、チェックシー

トを使つての振り返りは、防止に繋がる

ものであり、グレーゾーンを明確にしな

がら、防止に取り組んでいる。

7
権利擁腫に関する

制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぷ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している

A充分にできている

電)よ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

社内研修時に研修の機会を設けて

いる。制度を使つているご入居者様

は、後見人と対応をしている。必要

性がある時には、関係者と言舌し合

い、支援出来るよ引こしたい。

B
契約に関する説明

と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図つてい

る

C)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

契約時は 2時間程度かけて説明し、

都度、疑間点は伺い答えている。解

約、改定時も同様に説明、疑間点を

伺い、その時に曖昧なことは確認し、

後日、ご納得頂くよ〕こ説明をしてい

る。

e

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている

A充分にできている

こ)ほ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

来訪時や電話等でご意見・ご要望を

管理者・職員は伺つている。また、外

出時アンケートやご家族アンケートを

行い、運営推進会議でお伝えし、改

善点を報告するなど運営に反映させ

ている。

A充分にできている

短)よ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ご入居様やご家族様が意見、要望を更

に気兼ねなく言つて頂ける関係性や環

境作りに努めている。

10
運営に関する職員

意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている

A充分にできている

C)よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

職員アンケートや定期的な面談の機

会を設け意見や提案を聞き、反映出

来るように努めている。

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持つて働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている

③ 充分にできている

Bほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ステップアップ制度やそれに伴う給

与水準も決められている。また各自

が技術を磨き向上心を持つて働ける

よう、資格支援制度や講習会の実施

など条件整備に努めている。

C)充分にできている
B ほばできている

Cあまりできていない

Dほとんどできていない

各自がステップアップ出来るように、制

度の発信や介護における幅広い項目分

けされた研修や、資格取得のための講

習会、また、支援制度があり、向上心を

持つて働けるよう1こ環境整備を行つてい

る。

12
職員を育てる取り

組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている

勧 分にできている

Bほばできている

Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ステップアップ制度に基づき、多加す

べき研修やその他多岐にわたる研

修が準備されており、参加において

が外部の研修を含め、シフト調整し、

⊆)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ステップアップ制度があり、それにより

個人の力量を把握している。研修は多

岐にわたり準備されており、提供されて

いる。



働きながらトレーニングしていくことを

進めている。

19
同業者との交流を

通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている

A充分にできている

∈)よ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

事例報告会の実施、Zoomに よる研

修会参加などは行われており、サー

ビスの質の向上に努めている。

14
本人と共に過ごし

支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている

至)充分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご入居者様から教えて頂くことも

多々あり、一方的ではなく生活歴を

大切にし、出来ること・出来そうなこと

に着目し、共に暮らす者として信頼

関係が集けるよう努めている。

IB
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」e

馴染みの人や場と

の関係継続の支援

思いや意向の把握

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。

Э 分にできている

Bほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

GD充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

知人からの手紙や年賀の発送、電

話の取次ぎや、ご家族との外出・外

泊、通院時の支援に努めている。

入居時には、今までの暮らしや生活

環境等は伺つているが、日々の暮ら

しの中で、会話などからご本人の思

いや希望の把握に努めている。

職員は日常生活の中から得られた情報

等をご家族にお伝えし、外出・外泊・通院

等がしやすい環境作りもされているとの

ことなので、良いと思います。

17

チームでつくる介

離計画とモニタリン

グ

本人がより良(暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介設計画を作成

している

A充分にできている

c)よ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

現状把握の為に、ご入居者様の担

当者はもちろんの事、職員やご家族

様等からも意見や思いを確認し、介

護計画作成に反映させるよう努めて

いる。

ご家族様がど希望・ご意見を遠慮なく言

つて頂ける関係づくりに努め、ご本人が

より良く暮らすためのケアを考え、介腫

計画に反映出来る事に、更に努めてほし

いと思います。

D充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ご本人様、ご家族様、必要な関係者様

から伺つた課題やご意見、ご希望につ

いて活し合い、現状にあつた介離計画

書作成に努めている。

18
個別の記録と実践

への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

'舌

かしている

A充分にできている

C⊃ほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

日々の様子やケアの実践・結果、気

づき、工夫を個人宮E録に入力、日報

に記入する事で情報共有し実践して

いる。ユニット会議で話し合い介護計

画の見直しにも活かしている。

Э 充分にできている

Bほ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

日報は、電子化により打ち込みにて、い

つでも確認出来るようになっており、情

報共有している。会議等で意見を出し合

い介離計画作成に活かしている。



10

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる

A充分にできている
Bほばできている

C)あまりできていない
Dほとんどできていない

ご本人やご家族の状況に応じ、通院

介助等を行つてはいるが、サービス

の多機能化に取り組んでいるとは言

い難い。

その時々に合わせて、ご家族とも相談 ,

協力しながら柔軟な支援に結び付けて

頂ければと思います。

20 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している

A充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

C)まとんどできていない

コロナが 5類に移るまでは、感染し

ないように注意を払い、地域活動は

行つていなかったが、それ以前は、

地域のふれあいサロンなどに参加し

ていた。状況を見ながら地域活動に

も参加出来るように考えたい。

地域の「お、れあいサロン」の方が、愛の

家の参加を楽しみにされている。暮らし

の楽しみや相互間で良い影響になると

思うので、是非、再開を考えてほしい。

21
かかりつけ医の受

診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している

CD充分にできている
Bほ |まできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

24時間体制で適切な医療を受けて

頂けるように、ご家族と話し合い納得

して頂き、提携医と連携を図りながら

支援をしている。また、連う医療機関

であつても同様に対応し、支援してい

る。

22
入退院時の医療機

関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行つている。

A充分にできている

∈)よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

環境の変化による、認知症の進行を

出来るだけ防ぐために、出来るだけ

早期に退院が出来るように、病院関

係者と定期的に状況確認やホーム

でのご様子を伝えるよう努めている。

ご家族とも知りえた情報交換・相散を

行つている。

藝)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

入院したことI=よるリスクを理解し、早期

退院に向けて動いている。

2d

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる

A充分にできている

⊂)悪ばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

入居時に事業所で出来る事などの

説明やご本人,ご家族の思いを確認

はしているが、ご入居者様の状況の

変化に伴い、住診医と連携を取りな

がら、段階的に確認、共有しチーム

支援に取り組んでいる。

A充分にできている

C)よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

その方にとつてより良い終末期を迎えて

頂けるように、チームで支援が出来るよ

うに、医療関係と連携をとり支援に努め

いる。

24
急変や事故発生時

の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている

A充分にできている

0)ほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

定期的に研修を行い、繰り返し初期

対応や応急手当の方法を確認して

いる。枚命枚急講習会・応急救腟講

習等の受講を予定している。

23 災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている

A充分にできている

わ国まできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

火災避難訓練は日中帯・夜勤帯と年

2回行つている。地震・水害はハザー

ドマップで災害予測程度を知り、災害

発生時の行動、備蓄品等の確認も

地震・水害共に比較的安全な地域では

あるが、地域との連携を考え、町内会の

防火防災研修会が行われる時には参加

し、協力体制が築けるよう努める。

A充分にできている

∈〕よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

地域との共生による関係性を築くことが

大切であると捉えられている。



■

2C

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

パシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる

CD尤分にできている
日 ほ1まできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

定期的に行つている。地域との協力

体制はコロナ禍もあり出来ておらず、

考えていきたい。

お一人おひとりの生活歴や人格を尊

重し、尊敬の念を忘れることなく、そ

の方力苛b地良いと感じて頂ける声掛

けや出来る事に着日し、職員間で情

報共有しながら対応に努めている。

9分 にできている
Bほ |まできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

認知症の方にとつての生活歴や大切に

されていた思いが重要であることを理解

し、お一人おひとりと向き合いながら対

応に努めている。

27
日々のその人らし

い暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのよう1こ過ごしたいか、希望に

そつて支援している

A充分にできている

廼)ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

日常生活の中で、ご希望やご意向を

伺う機会を作り、出来る限り思いを汲

み取り、その方の暮らしのペースを

大切に過ごして頂けるように努めて

いる。

28
食事を楽しむこと

のできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる

D充 分にできている
Bほ |まできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

お一人おひとりの咀Π開状態や操食量

に合わせ、盛り付け等工夫してい

る。四季折々の行事に合わせたメニ

ューを考え、食事を楽しんで頂けるよ

うにしている。出来る事を見極めなが

ら、テーブル拭きやおしばりたたみ等

可能な限り多加して頂いている。

⊂)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

食事を楽しむことの大切さと、出来る事

を見極めながら、役割や張り合いにも結

び付けて支援されている。

29
栄養摂取や水分確

保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応した支援をしている

亀)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

操食状況や水分量は電子記録によ

り、直ぐに確認出来るようになつてお

り、水分量は確認しながら提供して

いる。食事形態はその方に合わせて

変更しながら、栄養が確保できるよう

に支援している。

30 口腔内の清潔保持

日の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人のカ

に応じた日腔ケアをしている

D充 分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

歯科往診の指導を受け、その方にあ

った方法で、毎食後口腔ケアを行つ

ている。職員により仕上げ磨きも行つ

ている。

CD充分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

歯科医と連携を取りながら、ご本人のカ

に応じたケア(職員による仕上げ)によ

り、口腔の衛生が保たれている。

31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

した予防に取り組んでいる

D充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

お一人おひとりの俳泄間隔を確認

し、誘導のタイミングや介助方法を検

討している。食事の前後には声掛

IⅢ誘導を行い、排泄のリズムを作り

ながら失敗やオムッ使用を減らすよ

D分 にできている
Bほ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

電子記録を使い、確認しながら決まつた

時間帯や、ご利用者様のその日の状態

に合わせて適宜支援を行つている。便

秘予防についても個別に取り組みを行

つている。



う努めている。便秘の予防は、個々

に応じ医師や薬剤師に相談しながら

取り組んでいる。

82
入浴を楽しむこと

ができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそつた支援をしている

A充分にできている
B ほIまできている

便)あまりできていない
Dほとんどできていない

日程は組んでいるが、体調やご希望

を考慮し入浴して頂いている。入浴

時はご本人のペースに合わせ、楽し

んで頂けるよう努めている。

83 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している

CD充分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

お一人おひとりの体力や体調、生活

リズムに合わせて、休息して頂いて

いる。安眠が出来るように、室温・湿

度、寝具等に配慮している。

34 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている

D充 分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

薬情報で、用法・用量、目的・副作用

について、全員が確認すると共に、

職員各々が確認している。症状に変

化が見られる時は、医師、薬剤師に

的確に情報を伝え、相談、指示を頂

き対応している。

∈)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

薬情報に記載されている情報を確認出

来るように整備され、ご入居者様の体調

の変化時に薬の影響かもしれないと考

える事も忘れずに対応している。

35
役割、楽しみごとの

支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、暗好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている

A充分にできている

∈)ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

日常的なレクリエーシヨン以外にも、

その方の生活歴や今ある能力にあ

つたレクリエーションも取り入れてい

る。また出来る事、出来そうな事で役

割を持つていただき、張り合いや気

分転換等の支援にも努めている。

役割を持つことは、とても大切なことだと

歳を重ねることで実感できる。自信を持

ち、存在価値を感じて頂ける支援は続け

てほしい。

30 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそつて、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している

A充分にできている
Bほ |まできている

Dあまりできていない
Dほとんどできていない

コロナが昨年5月に5類にはなつた

が、状況に合わせての外出になって

いた。ホーム敷地内で庭や畑や、近

所の無人野菜販売所まで行くことも

あった。外出行事にご家族も参加し

て頂けるように声を掛けている。

ご家族参加の行事や定期的に非日常を

感じて頂ける行事などを考え実行してい

るところなので、このまま、良い方向で支

援していくことを望みます。

87
お金の所持や使う

ことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望やカ

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している

A充分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない

c)よとんどできていない

入居時にご家族様に説明し、意向確

認はしている。入居の時点で所持し

ていない方が多く、所持する時には、

紛失時は責任を負いかれる事をお

伝えし、少額であれば可能であるこ

とを説明している。現在、所持してい

る方はいない。



38 電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している

D充 分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

ご家族に手紙を出すことや、ご家族

様等からの電話も、気兼ねなくお語

が出来るよう1こ配慮している。ご家

族様や大切な方との時間が持てるよ

うに支援している。

39

■

40

居心地のよい共用

空間づくり

本人主体の暮ら

し

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとつて不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿つた暮らしができ

ている

毬)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

A充分にできている

短)ほ Iまできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ど入居者様の動線を考え、家具等を

配置し安全に考慮している。気の合

う方とのテープル席や、季節に応じ

た掲示物で四手を感じて頂けるよう

な空間作りを心掛け、採光や温度・

湿度にも配慮し、居心地良く過ごして

頂けるようにしている。

入居時に、フェイスシートやアセスメ

ントからこれまでの暮らしや思いに触

れ、日常の会話の中から願いや意

向を引き出し、支援している。

至)充分にできている
Bほばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

ご入居者様が安全に安心して生活を送

ることが出来るよう配慮されている。季

節を感じながら居心地よく過ごして頂け

るよう、採光や温度、掲示物にも工夫が

見られる。

41

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている

A充分にできている

のほぼできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

日々の関りやアセスメント、フエイス

シートを活用し、情報を元に支援に

努めている。知りえた新しい情報は、

職員間で共有し更なる支援に活かせ

るようにしている。

42

本人は、自分の健康画・医療画・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる

勧 分にできている

B ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

毎朝のパイタル測定、日々の様子や

変化等を把握し、状況に合わせて医

師と連携しながら、ケアや支援に努

めている。

D充 分にできている
B ほばできている

Cあまりできていない
Dほとんどできていない

その日の状況を職員間で共有し、支援

に繋げている。

43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる

A充分にできている

⊂)ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

全てをこれまでの暮らしの習慣にあ

わせる事は難しい面があるが、出来

る限りその方のペースや大切にされ

ていたことに寄り添うケアに努めてい

る。

44

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近(自室等)

に持つことができている

A充分にできている

C)まばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

入居時には、使い慣れた物や思い

出の品を持つて来て頂けるようにお

願いしている。入居後も必要に応じ

てお願いしている。

0眈 分にできている
Bほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

その方のその時の状況に合わせる考慮

が必要であり、落ち着ける環境作りに努

めている。



45

本人は、自分の意向、希望によつて、

戸外に出かけることや、催 (祭)事に

参加することができている

A充分にできている

短)よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

日常会話の中で出ていたご希望を

外出行事に取り入れたり、ご家族に

お伝えしている。コロナ禍で地域の

催事に出掛ける事は出来ていない

が、ホームで地域に向けたおまつり

を開催し、ご入居者様にも楽しんで

頂いた。

コロナ禍で、どこの施設でも出かける事

を控えていたと思います。5類になつたと

はいえ、心配はあると思いますが、意向

や希望に応じられるように努めてほし

い 。

46

本人が持つ力の

活用

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている

A充分にできている

∈Dほぼできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

その方の好きな事、得意な事、出来

る事、出来そうな事、趣味などを把握

して、職員間で共有しケアに取り入

れている。出来る方法を考え、環境

作りに努めている。

47

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている

A充分にできている

臣)ほばできている
Cあまりできていない
Dほとんどできていない

職員が橋渡しのなる事で、更に会話

が弾み笑顔や実い声が多くなってい

る。得意なことを、他入居者様に教え

たり、教えられたりしながら、ご入居

者様同士で過ごされる姿も見られて

いる。

GD充分にできている
B ほばできている

Cあまりできていない

Dほとんどできていない

お一人おひとりの日々の情報共有の重

要性や、日々の暮らしの大切さを理解

し、支援している。

48

本人は、自分なり1こ近隣や地域の

人々と関わつたり、交流することがで

きている

A充分にできている
Bほばできている
りできていない

Dほとんどできていない

コロナが5類に移行しても、状況に合

わせての行動になつていた為、積極

的な動きにはなつていなかつた。

地域のお祭りのお神輿にホームの

前の道路に並んでお奏銭をあげた

り、ホーム主催のおまつりに来て頂

いた地域の方と交流する事はできて

いた。

コロナ前は、良く散歩されていたのを見

ていました。幼稚園児の散歩コースでも

あり、公園にも立ち寄つている様なので、

日常の中に交流できそうな場面があると

思うので、取り入れると良いと思います。

49 総合

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている

A充分にできている

こ⊃ほ|まできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

地域の人々との交流は、まだまだ行

えているとは言えないが、職員との

信頼関係を築くことで、暮らしが作ら

れ、医療との連携を深める事で安心

できる日々を送ることができると考え

ている。お一人おひとりがより良い

日々を送れる事が出来るよう努めて

いる。

地域交流は、これから出来る事を見つけ

ていってほしい。少しずつ、外に向けての

活動も行えているようなので継続して欲

しい。それにより、「認知症」の人と言うの

ではなく、地域の中でより良い日々を送

ることに繋がると思います。

A充分にできている

∈)よばできている
Cあまりできていない

Dほとんどできていない

現状で満足することなく、より良いホー

ム作りを目指して下さい。



(参考様式4) 事業所名 愛の家グループホーム札幌川沿
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日標が一つも無かつたり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
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【目標達成計画】

目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

優先
順位 番号
項 目

現状における問題点、課題

ご人居者標が賢全で豊かな暑らしを楽しみ

ながら、続けられるように地域活動にも参加

出来るようにする。また、ホーム主催におま
つりも開催し、地域の方に参加して頂く。

コロナ禍以前に参加していたIふれあいサロン」
の方が愛の家の参加を楽しみにされていると伺
い、認知症の理解等、相互間で良い影響にな
ると思われるため、参加出来るよう考える。ホー
ム主催のおまつりは、レク委員会により準備を
准″LTI.ヽで⌒

6ヶ月1 20

コロすが5類に移るまでは、慇梁しないように江
意を払い、地域活動は行つていなかつた。コロ

ナ禍以前に参加していた地域活動への参加の
再開を考えていたが、感染症 (コロナ・インフル
エンザ)の流行もあり、なかなか踏み出せてい
方にい^
火災や地震・水害の災害についての訓練やハ

ザードマップによる確認は定期的に行つており、
備蓄品も用意されているが、地域との連携体制
が築けていない。

地域との運携体制を築き、緊急時や災吾時
に互いに協力出来るようになる。

町内会の防火防災研修会等が行われる際には

参加し、ホームヘの理解を深めて頂く。また、必
要とあれば情報提供などができるようにする。 12ヶ月2 25

ヶ月3

ヶ月4

ヶ月5

ヽ
。目の について 己 て い 。 い て


